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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期
第３四半期
連結累計期間

第53期
第３四半期
連結累計期間

第52期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (千円) 41,051,449 38,015,714 57,728,217

経常利益 (千円) 3,099,012 1,417,281 4,680,529

四半期(当期)純利益 (千円) 1,436,451 1,608,091 2,387,878

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,401,352 1,596,977 2,366,893

純資産額 (千円) 23,413,145 25,725,262 24,382,979

総資産額 (千円) 65,686,693 62,796,482 67,877,618

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 45.11 50.51 75.00

自己資本比率 (％) 35.6 40.9 35.9

　

回次
第52期
第３四半期
連結会計期間

第53期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.60 12.86

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

     ３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。

  なお、ＮＨＮ興産株式会社は、平成23年９月30日をもって解散を決議し、清算中でありましたが、平成25年

１月23日をもって、清算結了いたしました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年12月31日）における我が国経済は、東日本

大震災からの復興需要などにより緩やかな回復基調にあるものの、欧州債務問題を背景とした世界経済

の先行き懸念や日中関係の悪化等から、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

  このような企業環境下、積極的な事業展開を進めましたが、当第３四半期連結累計期間の売上高は

38,015百万円（前年同四半期比7.4%減）となり、利益面におきましては、営業利益は1,312百万円（前年

同四半期比56.5%減）、経常利益は1,417百万円（前年同四半期比54.3%減）、当第３四半期純利益は1,608

百万円（前年同四半期比11.9%増）となりました。

  当社および連結グループのセグメント別の業績は次のとおりであります。　
　

＜内燃機関部門＞

イ）舶用機関関連

ディーゼル機関について販売価格の落ち込みや国内向けの販売台数が減少したことに加え、メン

テナンス関連についても売上が減少したことにより、売上高は32,168百万円（前年同四半期比7.9%

減）、セグメント利益は3,265百万円（前年同四半期比29.5%減）となりました。

ロ）陸用機関関連　

国内向けの機関販売台数は増加したものの、海外向けの大型機関販売が減少したことにより、売上

高は4,488百万円（前年同四半期比6.6%減）、セグメント損失は194百万円（前年同四半期は96百万

円のセグメント利益）となりました。
　

従いまして、当部門の売上高は36,657百万円（前年同四半期比7.7%減）、セグメント利益は3,070百万

円（前年同四半期比35.1%減）となりました。
　

＜その他の部門＞

イ）産業機器関連　

主力のアルミホイール部門に関しましては、軽自動車業界におけるエコカー補助金等の効果によ

り売上高は増加したものの、セグメント利益は減少となりました。

ロ）不動産賃貸関連　

不動産賃貸関連に関しましては、売上高は減少したものの、セグメント利益は微増となりました。
　

従いまして、当部門の売上高は1,358百万円（前年同四半期比2.0%増）、セグメント利益は298百万円

（前年同四半期比9.4%減）となりました。
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（2）財政状態の分析 

当第３四半期連結会計期間末における資産の部では、前連結会計年度末の売上債権の回収が進み、受取

手形及び売掛金が前連結会計年度末に比べ、4,469百万円減少となりました。また、遊休固定資産の譲渡や

減価償却により、有形固定資産は前連結会計年度末に比べ、2,870百万円減少し、16,600百万円となりまし

た。一方で、現金及び預金が前連結会計年度末に比べ、1,511百万円増加し、たな卸資産につきましても前

連結会計年度末に比べ、875百万円増加となりました。その結果、資産の部合計については、前連結会計年

度末に比べ、5,081百万円減少し、62,796百万円となりました。

  負債の部では、支払手形及び買掛金が前連結会計年度末に比べ、3,318百万円減少となりました。また、

長期借入金は前連結会計年度末に比べ、581百万円減少し、6,258百万円となりました。そして、法人税等の

支払により、未払法人税等が前連結会計年度末に比べ、1,012百万円減少しました。さらに、遊休固定資産

の譲渡により、再評価に係る繰延税金負債が、前連結会計年度末に比べ、479百万円減少しました。一方で、

短期借入金は433百万円増加し、7,609百万円となりました。その結果、負債の部合計では、前連結会計年度

末に比べ、6,423百万円減少し、37,071百万円となりました。

  純資産の部では、利益剰余金が2,101百万円増加となりました。一方で、土地再評価差額金が748百万円

減少となりました。その結果、純資産の部合計では、前連結会計年度末に比べ、1,342百万円増加し、25,725

百万円となりました。

　
（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
（4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、961百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　
（5）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、連結子会社のＮＨＮ興産株式会社は、清算に伴い不動産を平成24

年８月に売却いたしました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,850,000 31,850,000
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 31,850,000 31,850,000 ― ―

（注）昭和41年５月２日会社設立資本金10億円のうち現物出資額548,900千円があります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 31,850,000― 2,434,300― 2,150,863

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 13,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,783,000 31,783 ―

単元未満株式 普通株式 54,000 ― ―

発行済株式総数 31,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 31,783 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含まれてお

ります。

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ダイハツディーゼル株式会社

大阪市北区大淀中１丁目
１番30号

13,000― 13,000 0.04

計 ― 13,000― 13,000 0.04

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,873,973 18,385,632

受取手形及び売掛金 15,682,494 11,213,096

たな卸資産 9,018,760 9,894,517

繰延税金資産 2,189,471 1,913,501

その他 737,165 834,751

貸倒引当金 △225,353 △91,485

流動資産合計 44,276,511 42,150,013

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,523,647 7,142,174

機械装置及び運搬具（純額） 5,717,030 5,333,425

土地 4,987,790 3,166,192

建設仮勘定 80,311 115,889

その他（純額） 1,161,653 842,653

有形固定資産合計 19,470,432 16,600,335

無形固定資産 768,980 587,443

投資その他の資産

投資有価証券 721,746 759,851

長期貸付金 11,117 8,010

繰延税金資産 1,701,058 1,854,889

その他 1,035,832 864,319

貸倒引当金 △108,060 △28,380

投資その他の資産合計 3,361,693 3,458,690

固定資産合計 23,601,107 20,646,469

資産合計 67,877,618 62,796,482

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,089,207 9,771,080

短期借入金 7,175,400 7,609,000

リース債務 452,550 341,343

未払法人税等 1,204,068 191,517

賞与引当金 653,173 203,769

役員賞与引当金 45,000 33,750

未払費用 3,238,933 2,536,965

その他 2,255,354 2,267,160

流動負債合計 28,113,688 22,954,587
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

固定負債

長期借入金 6,840,200 6,258,400

リース債務 390,100 299,448

再評価に係る繰延税金負債 479,504 －

退職給付引当金 4,466,227 4,627,541

役員退職慰労引当金 415,701 356,476

資産除去債務 355,957 134,496

その他 2,433,260 2,440,269

固定負債合計 15,380,950 14,116,632

負債合計 43,494,639 37,071,220

純資産の部

株主資本

資本金 2,434,300 2,434,300

資本剰余金 2,170,871 2,170,871

利益剰余金 19,294,775 21,396,278

自己株式 △8,385 △8,385

株主資本合計 23,891,562 25,993,064

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 43,119 51,930

繰延ヘッジ損益 △21,467 △56,721

土地再評価差額金 748,104 －

為替換算調整勘定 △291,866 △277,686

その他の包括利益累計額合計 477,889 △282,478

少数株主持分 13,527 14,676

純資産合計 24,382,979 25,725,262

負債純資産合計 67,877,618 62,796,482
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 41,051,449 38,015,714

売上原価 30,293,474 29,425,304

売上総利益 10,757,975 8,590,410

販売費及び一般管理費

販売費 5,699,311 5,221,528

一般管理費 2,038,593 2,056,560

販売費及び一般管理費合計 7,737,904 7,278,088

営業利益 3,020,070 1,312,321

営業外収益

受取利息 14,062 15,524

受取配当金 12,002 10,708

負ののれん償却額 46,866 46,625

貸倒引当金戻入額 44,136 144,498

雑収入 161,152 58,498

営業外収益合計 278,221 275,856

営業外費用

支払利息 166,882 143,579

為替差損 － 1,316

雑損失 32,396 25,999

営業外費用合計 199,278 170,895

経常利益 3,099,012 1,417,281

特別利益

固定資産売却益 10,499 228,032

その他 10,270 131

特別利益合計 20,770 228,164

特別損失

固定資産売却損 966 －

固定資産廃棄損 27,547 19,022

投資有価証券評価損 － 6,861

その他 5,121 5,318

特別損失合計 33,635 31,202

税金等調整前四半期純利益 3,086,147 1,614,244

法人税、住民税及び事業税 1,089,794 307,082

法人税等調整額 559,661 △302,078

法人税等合計 1,649,455 5,004

少数株主損益調整前四半期純利益 1,436,691 1,609,240

少数株主利益 240 1,148

四半期純利益 1,436,451 1,608,091
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,436,691 1,609,240

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △48,975 8,810

繰延ヘッジ損益 3,098 △35,253

土地再評価差額金 36,092 －

為替換算調整勘定 △25,554 14,179

その他の包括利益合計 △35,339 △12,262

四半期包括利益 1,401,352 1,596,977

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,401,111 1,595,828

少数株主に係る四半期包括利益 240 1,148
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【会計方針の変更等】
　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

国内連結子会社の一部は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以降に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

従来の方法に比べて、この変更が損益に与える影響は軽微であります。

なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。
 

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理

しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 502,586千円 147,050千円

支払手形 489,675 479,859

その他(流動負債) ― 33,562

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びの

れんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 2,196,010千円 2,059,097千円

負ののれん償却額 46,866 46,625

　
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 254,698 8 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 254,694 8 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　
２．株主資本の著しい変動

当社及び国内連結子会社の一部は、第２四半期連結会計期間において不動産売却を行いました。これ

に伴い、土地再評価差額金748,104千円を取り崩し、同額を利益剰余金に振り替えております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

 外部顧客への
 売上高

34,915,9914,803,46639,719,4581,331,99141,051,449 － 41,051,449

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

－ － － － － － －

計 34,915,9914,803,46639,719,4581,331,99141,051,449 － 41,051,449

セグメント利益 4,632,29796,9434,729,241329,4225,058,663△2,038,5933,020,070

(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業及び不動産賃貸関

連事業を含んでおります。

    ２  セグメント利益の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

    ３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

 外部顧客への
 売上高

32,168,9034,488,50036,657,4041,358,31038,015,714 － 38,015,714

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

－ － － － － － －

計 32,168,9034,488,50036,657,4041,358,31038,015,714 － 38,015,714

セグメント利益
又は損失(△)

3,265,266△194,6913,070,574298,3063,368,881△2,056,5601,312,321

(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業及び不動産賃貸関

連事業を含んでおります。

    ２　セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

    ３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４  会計方針の変更等に記載の通り、国内連結子会社の一部は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間よ

り、平成24年４月１日以降に取得したものについては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更して

おります。

従来の方法に比べて、この変更がセグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 45円11銭 50円51銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 1,436,451 1,608,091

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,436,451 1,608,091

普通株式の期中平均株式数(株) 31,837,037 31,836,788

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

ダイハツディーゼル株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    廣    田    壽    俊    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    豊    原    弘    行    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ
ハツディーゼル株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会
計期間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から
平成24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイハツディーゼル株式会社及び連結子会社
の平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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